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　TPS には，トヨタ OB が書いたものから専門家が書いたものまで，多種多




















































































た。FMDS は，トヨタの生産活動の基礎単位である組 Group ごとに組長
Group Leader（略称 GL）が作成する組目標の管理ボードである。活動ボー








は PDCA（Plan → Do → Check → Action）として整理され，PDCA を回す
形で改善活動が行われる。






































現地人アセッサーは現地で現場経験を積んだ工長 Chief Leader（略称 CL）
または技術員の中から選ばれ，日本でアセッサー研修を受け認定された者であ
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